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謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

本
会
顧
問
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
吟
界
各
方
面
の
皆
様
、
新
し
い
年

を
迎
え
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
錦
城
流
創
流
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
会
員
一
同
、
次
の

時
代
に
向
か
っ
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
六
年　

元
旦

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

新
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年
が
輝
か

し
い
年
と
な
り
ま
す
事
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

と
は
申
せ
、
世
界
に
目
を
向
け
れ

ば
黒
海
・
地
中
海
を
挟
ん
で
の
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
混
沌
と
し
た
戦
い
の

行
方
を
始
め
と
し
て
、
私
た
ち
に
は

理
解
し
に
く
い
状
態
が
い
つ
果
て
る

と
も
な
く
続
き
そ
う
な
情
勢
で
す
。

　

近
く
は
、
北
朝
鮮
の
動
向
、
中
国

の
海
洋
進
出
問
題
な
ど
、
目
の
離
せ

な
い
ア
ジ
ア
の
状
況
な
ど
に
も
関
心

を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の
一
年
を
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
会
の
昨
年
を
ざ
っ
と
振

り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の

三
年
を
ど
う
に
か
乗
り
切
っ
て
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
が

出
来
、
行
事
も
１
月
の
理
事
会
に
始

ま
り
、
３
月
22
・
23
日
に
は
福
岡
で

全
国
師
範
吟
詠
発
表
会
、
３
月
26
日

に
は
宮
城
県
気
仙
沼
支
部
50
周
年
記

念
大
会
、
４
月
27
日
に
は
鹿
児
島
で

の
詩
舞
道
全
国
大
会
、
５
月
27
日
に

は
彦
根
で
滋
賀
県
本
部
55
周
年
記
念

大
会
と
続
き
、
６
月
に
は
湯
河
原
で

22
日
に
師
範
吟
詠
発
表
会
、
23
日
に

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
長
年
に
わ
た
り
当
会
の

役
員
と
し
て
会
運
営
に
努
め
て
来
て

く
れ
た
総
師
範
、
草
彅
城
輝
専
務
理

事
が
闘
病
叶
わ
ず
４
月
17
日
他
界
さ

れ
る
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
起

こ
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
改
め
て
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
10
日
に
は
、
茨
城
県
本
部
60

周
年
記
念
大
会
が
水
戸
市
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
10
月
８
日
に
は
、
全
国

大
会
を
彦
根
市
に
於
い
て
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
、
４
年
振
り
と
な
る

「
吟
道
之
碑
前
祭
」
が
沼
津
市
に
於

い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
の
行
事

を
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

最
期
に
、
表
題
の
件
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
減
少
し
た
会
員
の
数

が
誠
に
危
機
的
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
思
う
と
き
、
故
草
彅
専
務
が
生
前

に
言
い
残
し
て
く
れ
た
「
青
年
部
の

復
活
」
と
い
う
事
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。
青
年
と
言
わ
ず
と
も
盛

年
と
思
わ
れ
る
方
々
に
参
加
し
て
頂

い
て
、
そ
の
所
に
予
算
を
配
分
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

青
年
部
の
復
活
と
言
っ
て
も
現
実

は
厳
し
く
、
年
齢
で
青
年
を
定
義
す

れ
ば
そ
の
数
の
少
な
さ
に
愕
然
と
す

る
と
い
う
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。
さ

り
な
が
ら
手
を
こ
ま
ね
い
て
ば
か
り

い
て
は
、
先
細
り
は
目
に
見
え
て
い

ま
す
。
青
年
の
定
義
を
も
う
一
度
検

討
し
直
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
再

出
発
す
る
べ
き
時
と
考
え
ま
す
。

　

若
い
入
会
者
を
集
め
る
に
は
、
何

と
言
っ
て
も
若
い
指
導
者
が
一
番
で

す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
錦
城
流
は
そ

の
創
設
の
時
代
か
ら
若
い
指
導
者
を

育
て
て
き
た
の
で
す
。
若
い
吟
詠
指

導
の
専
門
家
を
育
て
、
敢
え
て
申
せ

ば
吟
詠
指
導
で
生
活
の
成
り
立
つ
よ

う
な
吟
詠
の
プ
ロ
づ
く
り
に
努
め
て

来
た
の
で
す
。

　
「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
」

と
申
し
ま
す
が
、
早
速
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
検
討
会
を
開
催
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
紙

で
も
メ
ー
ル
で
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も

結
構
で
す
の
で
、
総
本
部
事
務
局
に

送
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
困
っ
た
時
は
、
創
始
の
精
神
に

帰
れ
」
と
言
っ
た
先
輩
が
い
ま
し
た

が
、
今
こ
そ
錦
城
流
・
錦
城
会
の
創

始
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
若
い
指
導

者
が
ど
う
し
た
ら
育
っ
て
く
れ
る
の

か
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
行
動
に

移
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
こ
の
初
夢
が
、
現
実
の
も
の

と
な
る
一
年
で
あ
っ
て
く
れ
る
よ
う

願
っ
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長　

城　

戸　

城　

濤

「
若
い
教
授
師
範
の
活
躍
に
期
待
」
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相
談
役 

山
元
錦
城
（
東　

京
）

同 

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

最
高
諮
問
委
員 

高
橋
城
伸
（
広　

島
）

同 

山
元
錦
隆
（
東　

京
）

同 

村
瀬
城
博
（
愛　

知
）

副
会
長 

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

同 

金
子
城
大
（
埼　

玉
）

専
務
理
事 

土
師
城
皓
（
神
奈
川
）

常
務
理
事 

高
羽
城
幹
（
神
奈
川
）

同 

佐
藤
錦
杲
（
神
奈
川
）

同 

遠
藤
城
啓
（
東　

京
）

理　

事 

今
井　

勝
（
東　

京
）

同 

東
本
錦
怜
（
福　

岡
）

同 

村
山
城
機
（
東　

京
）

同 

古
賀
城
暎
（
佐　

賀
）

同 

西
川
錦
洸
（
広　

島
）

同 

竹
崎
錦
里
（
道　

南
）

同 

吉
本
城
川
（
鹿
児
島
）

同 

堀
川
城
怨
（
滋　

賀
）

同 

鍛
治
錦
代
（
愛　

知
）

同 

後
藤
錦
曜
（
長　

崎
）

同 

林　

錦
枝
（
滋　

賀
）

理　

事 

佐
藤
城
孝
（
神
奈
川
）

同 

藤
田
錦
信
（
宮　

城
）

同 

毎
熊
城
明
（
長　

崎
）

同 

土
田
城
絋
（
滋　

賀
）

監　

事 

岩
田
城
龍
（
東　

京
）

同 

大
内
城
晃
（
茨　

城
）

参　

与 

本
間
城
楓
（
道　

央
）

同 

芹
澤
城
征
（
福　

島
）

同 

海
野
錦
麗
香
（
茨　

城
）

同 

金
子
錦
要
（
埼　

玉
）

同 

和
田
錦
堯
（
東　

京
）

同 

石
原
城
興
（
神
奈
川
）

同 

深
水
城
實
（
静　

岡
）

同 

若
月
城
嗣
（
愛　

知
）

同 

宮
川
城
広
（
滋　

賀
）

同 

塩
川
錦
晃
（
大　

阪
）

同 

沖
浦
城
昭
（
広　

島
）

同 

山
本
城
勘
（
山　

口
）

同 

益
田
城
真
（
福　

岡
）

同 

飯
田
城
英
（
大　

分
）

同 

山
下
城
音
（
長　

崎
）

同 

吉
松
城
勇
（
宮　

崎
）

衆

議

院

議

員

元

衆

議

院

議

員

筑
前
琵
琶
橘
流
日
本
橘
会
会
長

（
株
）日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
社
長

麻　
　

生　
　

太　
　

郎

久　
　

間　
　

章　
　

生

橘　
　
　
　
　

旭　
　

宗

水　
　

島　
　
　
　
　

総

顧　
　

問
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会　

長　
　

城　

戸　

城　

濤

迎　　　春
元        旦
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第
60
回　

吟
道
之
碑
前
祭

　

令
和
５
年
11
月
26
日
（
日
）、
静

岡
県
沼
津
市
の
プ
ラ
ザ
ヴ
ェ
ル
デ
に

於
い
て
、
４
年
ぶ
り
に
吟
道
之
碑
前

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
も
、
宗
家
・
山
元
錦
城

先
生
、
会
長
・
城
戸
城
濤
先
生
、
副

会
長
・
本
村
錦
香
先
生
を
始
め
と
し

て
、
多
く
の
会
員
が
参
列
し
て
、
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
か
ら
本
年
迄
の
合
祀
さ

れ
た
皆
様
は
次
の
26
名
の
方
々
で

す
。

令
和
２
年

　

丸
山
城
壮　
　
（
神
奈
川
県
）

　

池
淵
城
秀　
　
（
福
岡
県
）

　

酒
井
錦
呈　
　
（
滋
賀
県
）

　

水
間
城
水　
　
（
神
奈
川
県
）

　

早
川
錦
縞　
　
（
鹿
児
島
県
）

　

水
野
錦
沙　
　
（
愛
知
県
）

令
和
３
年

　

金
子
錦
峡　
　
（
佐
賀
県
）

　

四
元
錦
杳　
　
（
鹿
児
島
県
）

　

日
高
城
翠　
　
（
長
崎
県
）

　

石
原
錦
紫　
　
（
神
奈
川
県
）

　

桂
田
錦
鶴　
　
（
滋
賀
県
）

　

平
田
錦
葵
輿　
（
茨
城
県
）

　

林　

錦
叡　
　
（
滋
賀
県
）

　

土
田
錦
川　
　
（
滋
賀
県
）

　

高
木
城
浅　
　
（
滋
賀
県
）

令
和
４
年

　

佐
藤
城
秀　
　
（
長
崎
県
）

　

新
村
錦
好　
　
（
静
岡
県
）

　

外
川
城
啓　
　
（
滋
賀
県
）

　

内
田
錦
佳　
　
（
福
岡
県
）

　

石
井
城
山　
　
（
福
岡
県
）

　

村
上
錦
縫　
　
（
福
岡
県
）

　

大
橋
錦
澄　
　
（
愛
知
県
）

令
和
５
年

　

久
木
田
城
康　
（
鹿
児
島
県
）

　

草
彅
城
輝　
　
（
東
京
都
）

　

川
島
城
石　
　
（
滋
賀
県
）

　

高
橋
錦
道　
　
（
宮
城
県
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

第
32
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会

が
、
錦
秋
の
好
季
節
、
11
月
23
日
、

吟
詠
の
部
が
埼
玉
県
草
加
市
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
、
剣
詩
舞
の
部
が
草

加
市
ア
コ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
各
地
区
の
予
選
会
を
乗

り
越
え
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
さ
れ
て
の
出
場
と
な
り
、
会
場
内

は
、
緊
迫
し
た
中
で
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
家
・
山
元
錦

城
先
生
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
錦
城
会

か
ら
は
次
の
10
名
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。

詩
舞
一
般
二
部
に
出
場
の
藤
井
美
由
紀
様
（
広
島
）

優
勝
、
本
決
戦
に
お
い
て
は
全
国
三
位
を
獲
得

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

５
・
10
・
16
よ
り

５
・
11
・
15
ま
で

10
月
21
～
23
日　

広
島
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

11
月
４
～
５
日　

北
海
道
道
央
本
部

の
講
習
研
修
会

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

漢
詩

　

少
年
の
部　

北
中
彩
月　
（
広
島
）

　

一
般
二
部　

大
村　

誠　
（
広
島
）

　

一
般
四
部　

平
川
智
久　
（
広
島
）

　
　
　

〃　
　

佐
々
木
重
綱（
広
島
）

　
　
　

〃　
　

林　

清
隆（
神
奈
川
）

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　

〃　

小
宮
喜
八
郎（
神
奈
川
）

　
　
　

〃　
　

小
林
文
子　
（
広
島
）

　
　
　

〃　
　

佐
藤
法
子（
神
奈
川
）

詩
舞

　

一
般
二
部　

藤
井
美
由
紀（
広
島
）

　

一
般
三
部　

中
村
妙
子　
（
広
島
）

　

審
査
委
員
は
、
吟
詠
の
部
は
、
高

羽
城
幹
先
生
、
剣
詩
舞
の
部
は
、
西

川
緑
惠
先
生
が
務
め
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、漢
詩
少
年
の
部
、

北
中
彩
月
様
が
第
三
位
、
一
般
四
部

の
審
査
員
特
別
賞
に
は
、
小
宮
喜
八

郎
様
、
平
川
智
久
様
、
林　

清
隆
様

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
か
ら『
文
部
科
学
大
臣
賞
』

『
埼
玉
県
知
事
賞
』『（
公
財
）
日
本

伝
統
文
化
振
興
財
団
賞
』
を
決
め
る

「
出
場
者
部
門
別
」
の
優
勝
者
に
よ

る
吟
詠
の
部
優
勝
者
（
幼
少
年
の
部

を
除
く
）
６
名
、
剣
詩
舞
の
部
優
勝

者
８
名
で
本
決
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
決
戦
に
、
詩
舞
一
般
二
部

で
優
勝
し
た
藤
井
美
由
紀
様
が
挑
戦

し
、
審
査
の
結
果
、
剣
詩
舞
の
部

で
、
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し

た
皆
様
方
も
来
年
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

開
催
地
、
日
伝
吟
関
東
地
区
本
部

会
長
・
谷
山
岳
新
先
生
、
事
務
局
担

当
・
三
浦
喨
泉
先
生
、
野
口
摂
粋
先

生
、
小
倉
喜
岳
先
生
を
始
め
、
役
員
・

委
員
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
来
年
度
は
、11
月
23
日
に
、

大
阪
府
岸
和
田
市
・
波
切
ホ
ー
ル
で

開
催
の
予
定
で
す
。

　

尚
、日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
8
地
区
（
北
海

道
・
関
東
・
北
陸
・
中
部
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
）
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
予
選
会
に

技
量
の
向
上
の
一
助
に
出
場
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

　
　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会金

子
城
大

４
年
ぶ
り
の

「
流
祖
墓
参
」

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
約
４
年
ぶ
り
の
令
和
５
年
10

月
29
日
（
日
）、
流
祖
の
菩
提
寺
で
あ

る
「
東
京
都
世
田
谷
区
・
乗
満
寺
」

に
て
、
墓
参
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
開
催
日
は
流
祖
の
ご
命
日

（
９
月
25
日
）
前
後
の
土
日
い
ず
れ
か

で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の

異
常
な
暑
さ
に
加
え
、
全
国
大
会
等

行
事
の
重
な
り
も
あ
り
、
時
期
を
ず

ら
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
東

京
都
本
部
役
員
等
総
勢
11
名
が
参
加
。

墓
前
に
線
香
を
あ
げ
合
掌
し
た
後
、

吟
３
題
を
参
加
者
全
員
で
天
高
く
合

吟
し
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
た
。

（
東
京
都
本
部　

森
永
城
郷
）
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大
阪
府
本
部

五
十
周
年
記
念
温
習
会
を
終
え
て

　

令
和
５
年
10
月
29
日
（
日
）、
秋

晴
れ
の
中
、
大
阪
府
本
部
50
周
年
記

念
温
習
会
を
、
藤
井
寺
市
立
市
民
総

合
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
30
分
開
演
。
企
画
吟
、

「
菅
公
編
」・「
秋
」・「
楠
公
編
」・「
李

白
と
杜
甫
」。平
和
を
念
う
か
ら
、「
姫

百
合
の
塔
」。
新
体
詩
「
千
曲
川
旅

情
の
歌
」。
詩
舞
道
会
員
に
よ
る
詩

舞
２
題
、「
富
士
山
」
と
「
落
花
」。

ま
た
、
冠
翔
流
・
鷺
城
流
の
剣
舞
も

応
援
に
か
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
お
客
様

も
、
会
員
の
皆
様
の
お
声
が
け
で
、

百
人
以
上
も
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
お
客
様
へ
の
粗
品
は
、
羽
曳
野

支
部
の
木
原
八
暎
子
さ
ん
が
、
手
作

り
で
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
の
最
後
は
、
久
保
城
幸
専
務

理
事
の
閉
会
の
辞
で
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

温
習
会
が
終
わ
っ
た
後
は
、
楽
し

い
懇
親
会
。
梅
林
で
有
名
な
道
明
寺

の
前
に
あ
る
料
亭
「
梅
の
屋
」
で
行

い
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
等
も
し
て
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

目
標
を
決
め
て
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
何
か
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
つ
く
づ
く
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
の
先
生
方
が
繋
い
で
く
だ

さ
っ
た
大
阪
府
本
部
50
周
年
の
記
念

を
祝
う
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
こ
の
場
に
こ
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す

ま
す
元
気
で
錦
城
流
の
詩
吟
と
共
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、令
和
６
年
の
全
国
大
会
、

函
館
を
目
指
し
て
・
・
・
。

（
大
阪
府
本
部
長　

塩
川
錦
晃
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

あ
っ
！！
と
驚
き
の
子
供
た
ち
と
の
出
逢
い

★

★

★

★

　

令
和
５
年
11
月
10
日
（
金
）、
大

宰
府
吟
連
40
周
年
記
念
大
会
に
参

加
。
他
流
と
の
交
流
も
大
切
に
と
の

思
い
を
持
っ
て
。

　

会
場
の
裏
手
に
あ
る
駐
車
場
で
、

誰
も
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
声
出

し
を
し
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
自
転
車
に
乗
っ
た
男
女
の
子
供

達
。「
お
ば
ち
ゃ
ん
、何
し
て
る
の
？
」

と
声
を
か
け
ら
れ
ビ
ッ
ク
リ
。
誰
も

い
な
い
筈
だ
っ
た
の
に
・
・
・
。

「
発
声
練
習
し
て
い
た
の
」
と
言
う

と
「
何
で
？
」
と
。「
二
階
の
ホ
ー
ル

で
詩
吟
の
発
表
会
」「
詩
吟
て
何
？
」

「
何
か
歌
っ
て
」
の
言
葉
に
「
東
風

吹
か
ば
～
」を
一
首
。「
わ
～
す
ご
い
。

お
ば
ち
ゃ
ん
、
街
中
で
や
っ
た
ら
ス

タ
ー
に
な
れ
る
よ
。」「
僕
達
も
聞
き

に
行
っ
て
も
い
い
？
」「
い
い
よ
」

後
で
も
う
一
人
来
た
女
の
子
に
「
も

う
一
度
聞
か
せ
て
」
と
言
わ
れ
高
い

方
の
句
を
歌
っ
た
。

　

間
も
な
く
す
る
と
、
一
番
後
ろ
の

席
に
７
人
ず
ら
り
と
、
本
当
に
聞
き

に
来
て
く
れ
て
い
る
。私
の
出
番「
青

葉
の
笛
」
を
終
わ
り
、
階
段
の
方
へ

行
く
と
、
も
っ
と
人
数
が
増
え
た
子

供
達
が
い
た
。「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
凄

か
っ
た
‼
写
真
撮
ら
せ
て
、
ハ
イ
、

マ
ス
ク
取
っ
て
」
取
り
仕
切
り
役
の

女
の
子
が
、「
は
い
、
交
替
交
替
よ
」

と
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
、
名
刺
頂

戴
と
か
、
と
に
か
く
、
し
っ
か
り
し

た
子
供
達
。
私
の
方
が
あ
っ
け
に
と

ら
れ
、
名
前
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

も
忘
れ
、「
二
日
市
小
学
校
、
４
年
、

５
年
生
」
と
聞
い
た
だ
け
。
後
で
考

え
る
と
、
あ
の
子
た
ち
、
金
曜
日
の

昼
な
の
に
休
み
？
と
か
、
名
前
を
書

い
て
と
か
言
え
ば
良
か
っ
た
な
・
・
・

と
か
、
あ
の
子
達
、
毎
朝
夕
、
我
が

家
の
庭
に
食
事
に
や
っ
て
来
る
雀
達

だ
っ
た
の
で
は
・
・
・
？
も
し
か
し

た
ら
、「
雀
の
恩
返
し
・・・
？
」
と
思
っ

て
み
た
り
し
て
い
る
こ
の
頃
・
・
・
。

　

と
に
か
く
、
７
人
の
子
供
達
が

詩
吟
を
聞
き
に
本
当
に
来
て
く
れ

て
、
聞
い
て
く
れ
て
、
褒
め
ら
れ
た

こ
と
、
何
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂

い
た
気
持
ち
。
近
年
中
に
、
あ
の
子

達
に
も
う
一
度
出
逢
え
る
こ
と
を
願

う
。
願
い
事
が
一
つ
増
え
、
古
典
芸

能
を
も
っ
と
認
知
し
て
も
ら
え
る
よ

う
日
々
の
努
力
精
進
を
益
々
心
が
け

よ
う
と
改
め
て
思
わ
せ
て
も
ら
っ
た

貴
重
な
体
験
に
感
謝
で
す
。

（
福
岡
県
本
部　

東
本
錦
怜
）
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A
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A
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雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

後
藤
城
晋　
（
愛
知
県
）　
　

５
・
10

松
林
錦
翠　
（
鹿
児
島
県
）　

５
・
11

大
西
城
芳　
（
鹿
児
島
県
）　

５
・
11

木
場
錦
信　
（
鹿
児
島
県
）　

５
・
11

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

新
入
会
員
の
紹
介

（
10
／
20
～
11
／
27
）　 

鹿
児
島
支
部　

石
下
谷
隆
蔵

門
司
支
部　

澤
田
た
つ
み

彦
根
支
部　

柴
田
テ
ル
子

台
東
道
場　

箕
輪
知
恵

双
盤
講
保
存
会　

余
村
得
子　

板
倉

和
代

錦城会ホームページ

https://kinjoukai.or.jp/

日頃お使いのスマートフォン
からも見やすいように作られ
ています。
一度、覗いてみませんか！
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小
倉
城
庭
園
公
演

　

今
年
は
、
福
岡
県
本
部
公
開
発
表

の
場
と
し
て
と
ら
え
、
昨
年
に
続
き

11
月
2
日
の
夕
刻
よ
り
、
書
院
棟
並

び
に
庭
園
池
の
浮
島
で
の
演
じ
る
様

子
を
、
参
加
し
て
頂
い
た
小
倉
高
校

書
道
部
の
生
徒
さ
ん
と
、
ご
来
場
者

の
中
よ
り
、
福
岡
県
民
文
化
祭
事
務

局
長
様
よ
り
記
事
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

一
、 

俳
句
と
書
道

二
、 「
戦
国
武
将
の
和
歌
と
家
康

公
の
御
遺
訓
」

三
、 

琵
吟
曲
「
平
家
兵
船
絵
巻
」

四
、 

詩
舞
「
峨
眉
山
月
歌
」「
山

中
月
」

五
、 

琵
琶
弾
き
語
り
「
安
達
ケ
原
」

の
５
演
目
で
す
。
出
演
は
、
県
本
部

有
志
で
す
。

福
岡
県
俳
句
協
会
事
務
局
長

久
米
隆
彦
様

　

小
倉
城
庭
園
は
、
藩
主
・
小
笠
原

公
の
別
邸
で
、
庭
園
の
池
と
庭
を
望

む
書
院
が
都
会
に
い
る
こ
と
を
忘
れ

さ
せ
ま
す
。東
本
錦
怜
総
師
範
か
ら
、

小
倉
在
住
の
私
に
、
琵
琶
と
吟
詠
の

調
べ
を
ご
案
内
い
た
だ
い
た
の
で
、

出
か
け
ま
し
た
。
折
し
も
、
小
倉
城

で
は
、
竹
あ
か
り
を
催
し
て
い
て
、

小
倉
城
庭
園
前
の
広
場
で
も
、
た
く

さ
ん
並
べ
ら
れ
た
竹
筒
に
ろ
う
そ
く

の
あ
か
り
が
灯
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

書
院
は
、
す
で
に
満
席
で
、
か
ろ

う
じ
て
最
後
尾
に
席
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
平
家
兵
船
絵
巻
は
、

壇
ノ
浦
の
合
戦
を
思
い
起
こ
さ
せ
、

琵
琶
と
吟
詠
が
良
く
和
し
て
い
ま
し

た
。
書
院
は
開
け
放
た
れ
、
庭
園
か

ら
の
夜
気
も
、
と
て
も
心
地
良
か
っ

た
で
す
。

　

安
達
ケ
原
は
、
総
師
範
が
巫
女
の

装
束
の
よ
う
な
お
召
し
物
で
、
池
の

浮
島
に
ひ
と
り
琵
琶
を
つ
ま
弾
く
、

と
て
も
幻
想
的
な
も
の
で
し
た
。
実

は
、
私
は
書
院
を
抜
け
出
し
て
、
池

を
見
渡
せ
る
所
で
ひ
と
り
堪
能
で
き

た
の
で
し
た
。
野
点
の
琵
琶
と
吟
詠

は
、
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
総

師
範
の
お
か
げ
で
豊
潤
な
秋
の
宵
を

贅
沢
に
過
ご
さ
せ
て
頂
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

北
九
州
市
立
小
倉
高
校
二
年

河
津
隆
太
様

　

こ
の
度
は
、
書
道
吟
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
初
に
、

今
渡
先
生
か
ら
こ
の
お
話
を
聞
い
た

と
き
は
、「
本
当
に
自
分
た
ち
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
？
う
ま
く
出
来
る
の

だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
不
安
な
気
持

が
強
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
錦
城

流
の
小
田
城
聖
先
生
か
ら
詳
し
い
お

話
や
詩
吟
に
対
す
る
思
い
を
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
後
は
、
不
安
な
気
持
ち

よ
り
も
精
一
杯
自
分
た
ち
の
実
力
を

出
す
こ
と
、
そ
し
て
、
見
に
来
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
動
を
与
え
た
い

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

　

稽
古
を
重
ね
る
中
で
苦
労
し
た
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
詠
み

手
の
速
度
に
合
わ
せ
て
書
く
事
や
所

作
の
事
な
ど
、
普
段
の
稽
古
の
中
で

は
意
識
し
て
い
な
い
事
が
多
く
あ
っ

た
の
で
、
文
字
を
書
く
事
以
上
に
注

意
し
て
稽
古
し
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
本
番
で

は
あ
ま
り
緊
張
も
せ
ず
自
分
た
ち
の

ベ
ス
ト
を
出
し
切
る
事
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

終
わ
っ
た
後
に
、
詩
吟
の
会
の
方
々

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
け
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
書
道
吟
と
い
う
体
験
は
、

郊
外
で
書
を
披
露
す
る
機
会
が
無

か
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

新
鮮
で
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
改
め

て
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

福
岡
県
民
文
化
祭
俳
句
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

に
出
演
依
頼
を
受
け
、琵
琶
「
茨
木
」

の
演
奏
と
「
日
本
讃
歌
」
を
吟
じ
ま

し
た
。
聞
き
に
来
て
く
れ
た
会
員
の

方
々
の
中
か
ら
感
想
を
書
い
て
く
れ

た
記
事
も
お
目
通
し
下
さ
い
。

（
福
岡
県
本
部　

東
本
錦
怜
）

　

当
た
り
前
の
様
に
お

稽
古
で
聞
い
て
い
る
先

生
の
琵
琶
も
、
そ
し
て

日
本
讃
歌
も
、今
日
は
、

と
て
も
心
に
響
き
感
動

で
涙
が
出
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
琵
琶
の
演
奏

も
素
晴
ら
し
く
、
そ
の

音
色
は
会
場
に
響
き
渡

り
、
琵
琶
歌
で
あ
ん
な

に
長
い
時
間
詠
わ
れ
た

の
に
、
続
け
て
日
本
讃

歌
を
歌
い
始
め
た
時
は
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　

そ
の
歌
声
は
、
更
に
深
み
あ
る
声

で
・
・
・
全
身
全
霊
詠
い
上
げ
る
声

は
、
魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
想
い
で
し

た
。
七
色
の
声
に
プ
ラ
ス
深
み
が
あ

り
、
幅
広
い
音
域
の
声
の
絶
妙
な
使

い
方
。
ど
う
や
っ
た
ら
人
を
あ
ん
な

に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、そ
し
て
、

人
の
魂
に
響
く
の
か
と
し
み
じ
み
と

考
え
て
帰
っ
た
次
第
で
す
。

　

先
生
の
努
力
は
勿
論
で
す
が
、
修

行
の
時
間
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、
や

は
り
生
ま
れ
持
っ
た
感
性
の
豊
か

さ
、
ず
ば
抜
け
た
音
感
の
良
さ
と
セ

ン
ス
は
、
唯
一
無
二
の
存
在
だ
と
確

信
し
ま
し
た
。

　

私
も
先
生
に
な
れ
な
く
て
も
、
少

し
で
も
近
づ
け
た
ら
と
思
い
ま
す

し
、
つ
く
づ
く
先
生
の
弟
子
で
居
ら

れ
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

（
福
岡
中
央
道
場　

松
山
錦
聖
）

福岡県民文化祭のアトラクションで

東本先生の琵琶と吟を聞いて
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編
集
担
当
よ
り
の
お
願
い

　

い
つ
も
錦
友
へ
の
投
稿
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
行
事
も
ぐ
っ
と
減

り
、
苦
肉
の
策
で
、
各
都
道
府
県
本

部
の
本
部
長
さ
ん
か
ら
の
投
稿
や
一

回
限
り
の
青
年
部
通
信
の
復
刻
版
を

出
し
た
り
と
試
み
て
来
ま
し
た
。
青

年
部
を
ご
存
じ
な
い
会
員
の
皆
様
に

も
青
年
部
と
言
う
組
織
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

徐
々
に
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
以
前
ほ
ど
に
は
復
活

し
て
い
な
い
の
か
、
投
稿
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
行
事
の
報
告
だ
け

で
な
く
、
身
近
な
発
見
、
我
が
町
の

紹
介
、
日
頃
思
っ
て
い
る
事
、
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
皆
様
か

ら
の
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

長
い
間
、
錦
友
の
編
集
を
担
当
さ

れ
て
い
た
故
草
彅
城
輝
先
生
は
、
良

く
京
都
の
紹
介
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
お
弟
子
さ
ん
方
に

投
稿
す
る
よ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
り
、

地
元
の
紹
介
や
、
短
歌
の
投
稿
も
あ

り
ま
し
た
。
先
生
曰
く
、「
錦
友
は

回
覧
板
で
い
い
ん
だ
よ
」と
。
是
非
、

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

錦
友
は
、
１
、
４
、
７
、
11
月
に

発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
月
の
前
月

の
20
日
ま
で
に
本
部
事
務
局
宛
に
お

送
り
下
さ
い
。

編
集
後
記
に
代
え
て
・
・
・

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
佐
藤
錦
杲
）

　錦城会神奈川県本部は、ゼロサムの観点から会員増強の課題への取組みを開始すること

にいたしました。本来でしたら、神奈川県本部が一丸となった活動が望ましいのですが、

様々な制約条件の中で神奈川県の地区ごとに草の根的な活動をすることが肝要であるとの

認識に到り、今年はその手始めとして、神奈川大和道場、通称、つくし野詩吟道場の主催

で11月12日（日）に「詩吟へのいざないと朗詠の集い」のイベントを開催致しました。

当日は、県本部役員の応援出演を仰ぎ、また他の道場の会員が応援に駆けつけてくれまし

た。イベントは、以下の三部構成とし、２時間で終了致しました。

〇　詩吟へのいざない・・日本古来の伝統芸道としての詩吟とはどんなものか

来場者に分かりやすく解き明かす

〇　詩吟朗詠の魅力とよろこび・・会員による和歌、漢詩の朗詠を通して詩吟

の魅力に触れてもらう。来場者と一緒に詠い、親しみを持ってもらう

〇　道場の概要と質疑応答・・道場の組織、運営、吟詠発表会等への参加

　　見学・入会希望者へのご案内

　イベントの開催に当たり、普段の稽古会場である公共施設にポスター掲示、チラシの備

置、さらに町田市広報への掲載、タウンニュース（発行部数７３万部）への掲載、口コミ

案内等を行い、それなりの手ごたえを感じながらイベントの当日を迎えました。しかし、

一般来場者は１１名と振るわず、如何に潜在的な会員の掘り起こし活動が大切か、キッズ

から若年層への啓蒙活動の必要性、漢詩を習って育ったシニア―層への継続的な詩吟への

いざないが大切かを改めて認識した次第です。神奈川県本部では、この度の活動を県本部

に横展開し、少しでも実りある成果を求めていきたいと考えております。なお、本イベント

をYouTube（カメキチ　スーさん@user-du5lm2nq5w）にアップしましたので、ご覧

いただければ幸いに存じます。

（神奈川県本部専務理事　伊東城峰）

「詩吟へのいざないと朗詠の集い」


